
２０２２年度（令和４年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

光学区まちづくり推進委員会 委員長 花谷 忠厚 

  (問合せ先) ０８４－９２５－４２５８（光交流館） 

事業内容 

（１）コミュニティ育成（ごみ分別啓発・納税推進含む）（通年） 

（２）老連一斉清掃（８月２８日，３月１９日） 

（３）老連スポーツ活動事業（６月２６日-カローリング大会，３月１２日-グラウンドゴルフ大会） 

（４）運動推進事業（通年/１０月１６日-学区民運動会，１０月２日-ソフトボール大会ほか） 

（５）少年少女親善球技大会（７月３日） 

（６）地域安全推進活動事業（通年） 

（７）地域環境・健康づくり事業(通年/７月１２日-環境健康標語コンクール，１２月３日-寄せ植え講習会） 

（８）自主防災活動事業（通年/７月１日，１０月１３日，１１月２７日-防災訓練およびワークショップ） 

（９）地域福祉活動事業(通年/福祉だより発行，社会奉仕ボランティア，いきいき運動教室，料理教室ほか） 

（10）盆踊り大会（８月６日） 

（11）文化祭（１１月５日，６日） 

（12）草戸大橋開通記念事業（９月２４日） 

（13）とんど祭り（３月５日） 

（14）光おはなし文庫（通年/毎月第４土曜日） 

（15）生涯学習講座（通年/６講座） 

（16）まちづくり推進委員会運営事業（通年） 

（17）持続可能な地域づくり検討事業 

（通年/１月２０日-ＺＯＯＭ講習会） 

成 果 
①新型コロナウイルス感染症の感染拡大に努め，〝できるこ

とをできる範囲で″地域住民の自主的・主体的な活動を実
施した。 

②２０２２年９月末から供用が始まった「草戸大橋」については，「渡り初め」を計画し，地元企業や県・市
の関係機関の協力もいただきながら，地域にかかせない橋の完成を多くの人々と祝うことができた。 

③２０２１年度のホームページの運営に続き，公式 LINE の利用もスタートし，さらに利便性を図ることに役
立てることができた。 

課 題 
①Web 会議の実施などを試みるが，十分に活用できているとは言い難く，今後は Web 会議が可能な民主団体か

ら進めていく。また，継続した研修・実演が必要。 
②「地域役員の高齢化が進み担い手が不足する」などの地域の課題解決にむけ持続可能な地域づくりについて 

継続的な検討が必要である。 
③町内会への加入率低下の中，市からの依頼事項は加入・未加入者に関係なく，協働のまちづくり推進事業の

名のもと要請されるので，町内会へのその負担が大きく，更なる加入率低下に繋がりかねない状況にある。 
④協働のまちづくりというものの，母体は町内会員で組織している民主団体であり，町内会未加入の学区民に

対する連携は，ほとんど取れない状況にある。 

課題解決にむけて 
①ホームページの活用については，広報活動の手段としての利用にとどまらず，まちづくり推進委員会を構成

する町内会や民主団体の活動を多くの人に知ってもらうため，掲載内容の充実を図り，地域役員の担い手不
足解消の一助にしていく。 

②事業については，別団体によって似通った事業を実施しているケースもあり，可能であれば事業あるいは団 
体の統合を検討したい。 

③市からの要請事項に対し整理見直し（行政がやるべきことは行政が，地域がやるべきことは地域が）を行う
検討会を市と地域で実施することを希望する。 

④福山市として今後，町内会（民主団体）の果す役割りと立ち位置を明確に示す必要がある。（町内会に任せ
ておけばよいという時代は終わっているのでは） 

 

３月５日開催になった 

「とんど祭り」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『草戸大橋渡り初め』（草戸大橋開通記念事業） 

周辺道路は現在も工事が続いてい

ますが，光学区に暮らす私たちにとっ

て，なくてはならない「草戸大橋」が

開通しました。 

この開通を記念して「草戸大橋渡り

初め」を実施しました。何年たっても

思い出すことができる心に残るでき

ごとになりました。 

  （２０２２年９月１４日実施） 

ホームページを「まちづくり」に活用！！ 

２０２１年１０月からホームページ「光学区まちづくりラボ」の

運営をスタートしました。地域の活動を知っていただくうえで「幅

広い年齢層へ」「タイムリーに」「便利に」情報を 

お伝えする手段として役立っています。 

２０２２年度からは公式 LINE の運営もスタートしました。 

ホームページへアクセスしなくても「お友だち追加」しておけば，光学区の

行事の案内などが届き，簡単に確認してもらうことができるようになりました。 

現在のところ「登録数」がまだまだ少ないので，情報が行きわたるのに十分

ではありません。内容の充実を図るとともに登録数を増やすことも課題として

あげられます。 

 


